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平成 27年 8月 25日 

資料－２ 

今までの議事内容と今後の進め方 

豊   田   市 

第 3回 『豊 田 市 矢 作 川 河 川 環 境 活 性 化 プ ラ ン 検 討 委 員 会』 
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①現状把握

②課題の整理

③課題の評価

第1回・第2回検討委員会（平成26年度）の議事内容

【第1回検討委員会おける承認事項】

●「豊田市矢作川活性化プラン検討委員会規約（案）」について、
内容の確認がなされ、原案が了承された。

●「豊田市矢作川活性化プラン検討委員会の情報公開（案）」に
ついて、内容の確認がなされ、原案が了承された。

●豊田市矢作川河川環境活性化プラン策定の進め方について、
内容の確認がなされ、承認を得た。

●「自然環境の視点」「まちづくりの視点」「流域管理の視点」の

３つの視点での課題整理について承認を得た。

④対策方針の決定

⑤矢作川カルテ
素案の提示

【第2回検討委員会おける承認事項】
●矢作川カルテ概要版について、3つの視点の対策方針について,

内容の確認がなされ、承認を得た。
●４つ目の視点として「人の利活用の視点（矢作緑地）」を追加し、
対策方針の検討項目について内容の確認がなされ、承認を得た。

【3つの視点での課題の整理】

●矢作川カルテ素案を作成し、区間ごとに課題、要因、対策方
針を整理

【3つの視点での対策方針】

自然環境の視点における対策方針
●分散型落差工や水制工設置などにより、瀬、淵、ワンドのある多様性の高い河床をつくる
●水生生物が、より移動しやすい魚道を検討する

●在来植生による明るい河畔林と河岸の緩傾斜化により、緩やかな水際のある多様性の高い

河畔林をつくる
●砂州の切り下げなどにより、氾濫力の向上による植生の攪乱頻度を増やす

●水源保全林の保水力回復により、水量を改善する
●流量の効率的・効果的な水利用の合理化を検討する
●治水整備（河道掘削・樹木伐開）や橋梁整備による河川環境保全対策を検討する
●生態研究により、駆除方法を構築し実践する

【まちづくりの視点における対策方針】
●合流部の改善と支川の多自然川づくりにより、矢作川との生態系の連続性を高める
●市街地内の公園や都市河川の多自然化により、矢作川の自然をまちに導く
●在来植生による明るい河畔林と河岸の緩傾斜化により、緩やかな水際のある多様性の高い
河畔林をつくる
●高木の植樹により緑陰率を増やす
●市街地内公共施設・民有地緑化や街路樹植栽を促進する

【流域管理の視点における対策方針】
●流域市町や河川管理者との連携により、官民共働による河川愛護団体の設立と育成を
目指した支援システムをつくる

●活動団体をネットワーク化し、協力体制をつくる
●流域住民へ河川愛護精神を啓発する
●安全な水際をつくり親水性を向上させる
●川遊び体験イベントを開催し、川好きな子ども（川ガキ）を育てる
●講座開催や史跡めぐりなどにより、歴史・文化遺産へ触れる機会を提供する
●歴史・文化遺産を伝承する人材を育成する

【４つ目の視点【人の利活用の視点(矢作緑地)】の追加】

【現況把握及び課題の整理②】

親水性の低下

・河床の二極化等による親水性の低下

・密生した河畔林によるアクセス性の低下

【課題の評価②】

・親水性の向上

【対策方針の検討項目②】
・親水性の向上が必要な箇所（区間）の設定
・地域住民との共働による低水路河岸や河畔林の整備

【現況把握及び課題の整理①】
川の利用の減少

・矢作緑地内の回遊性の不足
・木陰等の休憩場所の不足

【課題の評価①】
・矢作緑地内における回遊性の確保

【対策方針の検討項目①】
・市街地から矢作緑地へのアクセスの向上
・集客性の高い新たな魅力の模索
・川あそびの普及と多様化
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⑥めざす矢作川の姿の追及 ⑦良好な河川環境の保全創出に向けた提言

第３回検討委員会（平成27年8月25日） 第４回検討委員会（平成27年10月21日）

⑧市民意識の反映

第５回検討委員会

（平成28年2月）

矢
作
川
河
川
環
境
活
性
化
プ
ラ
ン
策
定

●合意形成

●市民意見の反映

●プランの修正

●効果の予測

提案した対策工について、抽出した課題にフィードバックし、対策実施後の
効果を予測する。

平成27年度 平成27年度末

事例：北バイパス橋梁下流部：瀬淵創出の対策工

分散型落差工や
水制工により、
川の営力を補助し、
瀬淵を創出

●プラン素案のとりまとめ

シンポジウムの開催

（平成27年11月29日）

具体的なイメージの合意形成

＜とりまとめ事項＞

①自然の保全・創出対策 （自然環境の視点）
②矢作川環境と市街地との連続性 （まちづくりの視点）
③地域住民との共働による流域管理体制 （流域管理の視点）
④矢作緑地の将来利活用 （人の利活用の視点）

●めざす矢作川の姿のイメージの具現化に向けた対策の提言

アンケート調査の実施

＜目標時期の設定＞
短期、中期、長期の目標を設定する

矢作川カルテを基に、本プランのめざす「活性化した良好な河川環
境」を整理。

市民にとって、より美しくより自然豊かな矢作川

市民が豊かな自然の恵みをより多く享受している矢作川

より多くの市民の手により豊かな自然が守られている矢作川

より多くの市民に利用・活用される矢作川

自然環境の視点

人の利活用の視点

まちづくりの視点

流域管理の視点

めざす矢作川の姿

●矢作川カルテの作成

○「自然環境」「まちづくり」「流域管理」「人の利活用」の4つの視点で、
課題、要因、対策方針をとりまとめ

○河道状況から、５つの区間に区分してとりまとめ

カルテの５つの区間毎に、橋梁など改変箇所を重点に具体的な対策
を提言する。

区間① ： 豊田岡崎線橋梁（計画）上下流
区間② ： 竜宮橋上下流
区間③-1 ： 豊田大橋上下流
区間③-2 ： 高橋上下流
区間④ ： 北バイパス橋梁（計画）上下流
区間⑤ ： 越戸ダム上流

活性化された良好な河川環境

具体的にイメージ化

各視点のイメージの融合

重点検討区間

 

まちづくりの視点 流域管理の視点 
人の利活用の視点 

自然環境の視点 


